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図 1:A-A-B型 CAPの貯蔵弾性率(左)と損失弾性率(右)0nは単位体積あたりの鎖数、 kBはボ
ルツマン定数、 Tは温度である。 βA= 0.02、 βB =20、pA= 0.015 (1/sec)に対し、 pB= 100 [実







(sA<<βB)場合は、どちらも 2つの緩和時間rABとナAA三 1/(2rAA)を持つ 2・モードの Maxwell
型でよく表わされる。例えば、 A-A-B型の複素弾性率はβA<<βBの場合図1のようになる。粘弾
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